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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成31年2月14日(2019.2.14)

【公表番号】特表2018-502922(P2018-502922A)
【公表日】平成30年2月1日(2018.2.1)
【年通号数】公開・登録公報2018-004
【出願番号】特願2017-555422(P2017-555422)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/761    (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  39/39     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4745   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/513    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/282    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7068   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/407    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/44     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/14     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   35/761    　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/39     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4745   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/513    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/282    　　　　
   Ａ６１Ｋ   39/395    　　　Ｎ
   Ａ６１Ｋ   31/7068   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/407    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/44     　　　　
   Ａ６１Ｐ   31/14     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/00     ＺＮＡＡ

【手続補正書】
【提出日】平成30年12月27日(2018.12.27)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エボラウイルス抗原からの糖タンパク質（ＧＰ）をコードする核酸配列を含むアデノウ
イルス５型ベクターを含む組成物であって、前記アデノウイルス５型ベクターは、Ｅ２ｂ
遺伝子領域に欠失を含み、前記エボラウイルス抗原は、ザイールエボラウイルス（ＥＢＯ
Ｖ）、ＳＵＤＶ、ＴＡＦＶ、ＢＤＢＶ、ＲＥＳＴＶ、またはそれらの任意の組み合わせを
含む、組成物。
【請求項２】
　前記エボラウイルス抗原は、２５またはそれ未満、２０またはそれ未満、１５またはそ
れ未満、１０またはそれ未満、あるいは５またはそれ未満のアミノ酸の改変を含む、請求
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項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記アデノウイルス５型ベクターが、Ｅ１遺伝子領域、Ｅ３遺伝子領域、Ｅ４遺伝子領
域、またはそれらの任意の組み合わせにおける欠失をさらに含む、請求項１に記載の組成
物。
【請求項４】
　前記アデノウイルス５型ベクターが、複製欠損性アデノウイルス５型ベクターである、
請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　免疫原性成分をさらに含み、ここで、前記免疫原性成分は、ＩＦＮ－γ、ＴＮＦα、Ｉ
Ｌ－２、ＩＬ－８、ＩＬ－１２、ＩＬ－１８、ＩＬ－７、ＩＬ－３、ＩＬ－４、ＩＬ－５
、ＩＬ－６、ＩＬ－９、ＩＬ－１０、およびＩＬ－１３からなる群より選択されるサイト
カインを含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項６】
　前記免疫原性成分が、ＩＬ－７、ＩＬ－７をコードする核酸、ＩＬ－７タンパク質、お
よびＩＬ－７タンパク質をコードする核酸からなる群より選択される、請求項５に記載の
組成物。
【請求項７】
　被験体においてエボラウイルス抗原に対する免疫応答を生じさせるための組成物であっ
て、エボラウイルス抗原からの糖タンパク質（ＧＰ）をコードする核酸配列を含むアデノ
ウイルス５型ベクターを含み、前記アデノウイルス５型ベクターは、Ｅ２ｂ遺伝子領域に
欠失を含み、前記エボラウイルス抗原は、ザイールエボラウイルス（ＥＢＯＶ）、ＳＵＤ
Ｖ、ＴＡＦＶ、ＢＤＢＶ、ＲＥＳＴＶ、またはそれらの任意の組み合わせを含む、組成物
。
【請求項８】
　前記複製欠損性アデノウイルスベクターは、同じタイプの複製欠損性アデノウイルスベ
クターによる１ラウンド、２ラウンド、または複数ラウンドの免疫に続いて、エボラウイ
ルス抗原からの糖タンパク質（ＧＰ）に対する免疫応答を生じさせる、請求項１に記載の
組成物。
【請求項９】
　エボラウイルス抗原からの糖タンパク質（ＧＰ）をコードする核酸配列を含む前記アデ
ノウイルス５型ベクターは、ヒトにおいてエボラウイルス抗原を発現する細胞に対して基
底の少なくとも２倍の免疫応答を誘導することができる、請求項１に記載の組成物。
【請求項１０】
　前記免疫応答が、エボラウイルス抗原特異的抗体応答として、中和性エボラウイルス抗
原特異的抗体応答として、エボラウイルス抗原特異的細胞媒介性免疫（ＣＭＩ）として、
エボラウイルス抗原特異的ＩＦＮ－γ分泌として、エボラウイルス抗原特異的ＩＬ－２分
泌として、ＥＬＩＳｐｏｔアッセイによって、またはそれらの任意の組み合わせにより測
定される、請求項９に記載の組成物。
【請求項１１】
　免疫原性融合パートナーをコードする核酸配列をさらに含む、請求項１に記載の組成物
。
【請求項１２】
　前記免疫原性融合パートナーが、Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓ
ｉｓ由来のＲａ１２断片、タンパク質Ｄ断片、ＮＳ１またはＬＹＴＡを含む、請求項１１
に記載の組成物。
【請求項１３】
　免疫経路チェックポイントモジュレーターをさらに含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１４】
　前記免疫経路チェックポイントモジュレーターは、以下の免疫チェックポイントタンパ
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ク質のうちの１つまたは複数を標的とする、請求項１３に記載の組成物：ＰＤ１、ＰＤＬ
１、ＰＤＬ２、ＣＤ２８、ＣＤ８０、ＣＤ８６、ＣＴＬＡ４、Ｂ７ＲＰ１、ＩＣＯＳ、Ｂ
７ＲＰＩ、Ｂ７－Ｈ３（ＣＤ２７６としても公知）、Ｂ７－Ｈ４（Ｂ７－Ｓ１、Ｂ７ｘお
よびＶＣＴＮ１としても公知）、ＢＴＬＡ（ＣＤ２７２としても公知）、ＨＶＥＭ、ＫＩ
Ｒ、ＴＣＲ、ＬＡＧ３（ＣＤ２２３としても公知）、ＣＤ１３７、ＣＤ１３７Ｌ、ＯＸ４
０、ＯＸ４０Ｌ、ＣＤ２７、ＣＤ７０、ＣＤ４０、ＣＤ４０Ｌ、ＴＩＭ３（ＨＡＶｃｒ２
としても公知）、ＧＡＬ９、Ａ２ａＲおよびアデノシン。
【請求項１５】
　前記免疫経路チェックポイントモジュレーターが、ＰＤ１タンパク質を標的とする、請
求項１４に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記アデノウイルス５型ベクターが、第２の抗原を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記アデノウイルス５型ベクターが、第３の抗原を含む、請求項１に記載の組成物。
【請求項１８】
　前記第２の抗原が、ＮＰ、ＶＰ４０、ＶＰ３５、ＶＰ３０、ＶＰ２４、およびＬをコー
ドする配列から選択される、請求項１６に記載の組成物。
【請求項１９】
　前記第３の抗原が、ＮＰ、ＶＰ４０、ＶＰ３５、ＶＰ３０、ＶＰ２４、およびＬをコー
ドする配列から選択される、請求項１７に記載の組成物。
【請求項２０】
　５．０×１０１１個のウイルス粒子（ＶＰ）を含む単一投薬形態である、請求項１に記
載の組成物。
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